
1-3 物価水準（GDPベース） 

 

グラフの具体的な数値及び資料出所については, 「第1-17表 物価水準（GDPベース）」(p.41)を参照。 

各国の物価水準は, ある一定の財・サービスを購入する際に必要とされる金額により示

される。わかり易い例でいえば, 例えば, ハンバーガー1個の値段の違いを見れば, ハン

バーガーを基準とした物価水準の比較ができる。国内であれば使用される通貨は同一であ

り, 販売されている商品・サービスも同一なので, 容易に地域間の物価水準の比較ができ

るが, 国際比較を行う場合は, 各国で使用される通貨が異なることや, 商品・サービスも

全く同一とは限らないので比較は容易ではない。そこで物価水準の国際比較を行う場合に

は, 比較を行う商品・サービス等の対象及びウェイトを調整したものをみていく必要があ

る。 

上のグラフは, OECDが国内総生産(GDP)の国際比較を行う際に使用する商品・サービス価

格とそのウェイト等を使用して算出された物価水準(GDPベースの物価水準)の国際比較を

示したものである。我が国の物価水準は, 2000年代前半までスウェーデンを除く主要国よ

り高い水準にあったが, その後低下傾向で推移した後, 2007年に上昇に転じ, 2009年には

フランスを抜いて最高水準となった。 2011年以降はオーストラリアに次ぐ高水準となって

いる。 

なお, ここで使用した物価水準は, 基準時点(2005年)のGDP購買力平価を為替レートで

除して算出されたものである。購買力平価と為替レートの比の意味するところは, 上述の

ハンバーガーを例にとると, ハンバーガー1個が日本で100円, 米国で1ドルの場合, 為替

レートが1ドル80円であれば, 日本のハンバーガーは1.25(=100/80)ドルと, アメリカに比

べて割高であり, 1ドル120円であれば日本のハンバーガーは約0.83(=100/120)ドルと割安

となることからわかるように, この比が大きいほど米国に比べ日本の物価が相対的に高い

状況を示す指標となる。つまり, 両国の物価が一定の下で円高(安)になったときにはこの

値は大き(小さ)くなり, 日本の物価は割高(安)となる。この指標を, OECD34か国の平均が

100となる指数で示したものがグラフに示されている。 
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